
施工方法

K4タイプ
●門袖壁の仕上材がタイルや塗り壁など薄い場合は仕上材の上からの
　施工します。仕上材が石材など厚い場合、材料の厚みと壁面との段差を
　利用して凹みを設けそこに埋込む形で施工することができます。
●埋込む場合は仕上材の厚みに応じてスペーサー（本体背面に付属）の
　段数により埋込み具合（前後方向の出具合）を調整できます。
　※右図参照

　※厚みが50ｍｍ以上の仕上材には対応していません

●仕上材と本品の隙間が目立つ場合は適宜コーキング処理を行って
　ください。
●あらかじめ壁面にDC12V電気配線工事（照明ありの場合）を行って
　ください。
●仕上げ施工をする前の門袖壁に対し、本品ならびに仕上材を仮合わせして
　事前に確認をお願いします。特に仕上材が貼り材であれば目地位置や厚み、
　カット位置など想定して本品の収まり状況の確認をお奨めいたします。
●本照明はDC12V専用です。使用の際は専用トランス（DC12V変圧器）が
　必要になります。（照明ありの場合）
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